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地質調査轡錫報　（第鴛巻第蓋帰）

　　　　　　　　　　1．緒　　慧

　瓢タアドルζ二おけるアンヂス摺蜘翁脈は，東蟹脈，

西部嚢．i脈および爾山脈鑓はさ蜜翻た串間盆地の3ザニ）か、ン

成立している。

　東部出脈は片麻岩・結晶片岩・花1、靖岩等からな擦蛮成

帯であり，茜部山瀞、養，塞輝緑凝茨岩・蛇紋岩・閃緑暑・堆

積岩類か築駄る不変成帯P磁・，中間盆地は幅約姦縫驚

鵜わたる・一大地溝帯で，ここ1第四紀火霞岩類ピ活勤の

　上述の地質分帯は，す償耐区！8貯年拠／督ツの地

質学者鋳、凱w（ボ、い）巴訴　　1）れ，／ノ準（欝齢）

遜じくドイツの地鱒　癖夏蚤，W，繰蹴ゼ瓢よつ《，！芝

論坤醜先カンヅ貯鯉燈轄都》），！蛸袖脈はジ

畿ラ・白璽紀薪義積螺類からな難アルプス澄1慧運動

るものであろつと推論されてい送、柔ーかし為、7欝，こ薄

らの遣山総隔関甲、緩〉詳しい記載はイ篤＝われ凝誕至吟て、、

捻、い、

　筆蓄らはエクアドルにま1蚕ナるアンデ、勘鮒購・の構成

岩類，地質構造を立体的1耐磁握したいと考え，ひと　ず

太平洋岸の町猟｝擁癒ぐlf　i賦鷺から首都のQ癖飴

を通過し，東部ヂ〉鞍：1峯獅撒，蓋熱r麟！蹴一劉東1属30縫搬紅

わたる横断的地質講査を行鶏、癒、き！）線上には，糠

灘撮幾鉱出の鋼鉱床も存す、φで，／菰床）性状，位置

づけを明らか讃餅導こと｛、1わせで行な鴨たので，こ熱

らの諸点紅ついでも報告一鎧難、，

　縛調糞，満クアiごノ舅泣地質講1三1、所所長ご）熱熱騰玉一

轟熱綴S氏の深い理解，撫所員の協力煮壷乳て行凝1、癖

た、び作業はエクアドル爾立地質調査所所鐵こ対す暑三、

地質講査法の指導をかねた｛，¢で，鎌，，

　　慧．撫韓羅獅絵轟轄舞闘（策部癖鵬の地質

　蓋》鞠鵡蹴雛難蔓乱ll輪　東方薩距離難k驚　　　タ，海

抜3，00侮拶ノ小部落　ア）。アンデ撒／i偲運脈・変成

帯はここから東方に／懲搬撒聡1、恥藷ヴ、愚轡茎撤職の

欝覇醗」£い第囚紀火山岩類鑓よザ．災覆わ勲、てい難ので，

ごの火山岩類下部紅もこ船変賊滞瓢かく麟篠・てい旗こ

ちがレよいが，その状態をみること慧で嚢ない、歎斡一

童置蹴簾以東の地域では醤谷の侵食畿が大きい鑓）で，安山

岩類の下部に発達す　変成岩類を｝屡）一とができ捺ど、・

うわけである．

　雛の嚢成帯は嚢鋼撚の付近から・、・変成¢）粘板岩層勧

移化しで，変成岩類は藝鋼鍮ピ ）菰りで消滅するもの

と思われ蕎。

　筆者らは顯紡年のi月8i三1から約嵐週間，鞠御懸£輪一

騰r麺間の地質調査を実施し，その後薄片の観察を行な

い岩石ひ．細分を試みた。

　蚕嘱轡賑磯忍癩鍵」豪泡閲には鋤種類苧1）片状岩が発達す鵜

が，響徒向は一定せず，かなり混乱している。全般的

傾麟としては爾北であ！’，傾斜は一般に西側に誉ボ前後

であ蕎。謄ら紅急斜す護場舎もあれば，水平砂場会もあ

弩，各翫1こ背斜構造，商斜構造：を繰返えしていそ藻のと

　　　　　断層は数　轡紅あ1），こ胤にはしはしば石墨

片岩がヲ1成されて懇り，同時に輝緑岩起源と思わしき角

閃岩」濱縦＝つてい馨）

　変成岩類，串一般に細粒で，簡外で鉱物構成を決定媛、

のはか職鵜蒸灘で　1・，薄片の観察蟹鵡　）た結果，こ

の変成帯が溝方流／弗次の塁、ぶ聴響相か1影たつ罵、’難

こと・　つた，

　i、　柘榴ね角閃蒼鵜峯澱夢藷岩

　慧．　妬溜騰圭薩母緑澱謬沼1英片岩

　3．角閃鞠1熟鋪…聡石英栂，垂

　4．緑簾謹董1閃二子三1片麻岩

　藝．緑簾石燐荻石麹閃岩

　｛～．緑簾着緑泥石蕎英片岩

　7．礁禦～1拍叢母漏英騒，縫

　韓．絹雲母層1三石英片署

　　　　二う　購方φ変成岩類は柘擁聾で特徴づけ今

れ，中央調、　t緑簾貰’、∫特徴づけられ距　君　そ1『て東

都で，よ朔鉱物とも消失する。これら片轡類　　　　．して

　粘餐難類の庶か輝轟締翁花i嘉霧　　簗靴≧ξ之とが蔦でき

難　こ諾こヤ　　　　　　　　る残i、，llこ」い．）て判璃でき

芽、つぎ　これら4）変成毒類＝ン凶c鰭予の解説を試姦

．、つド、

　ぐ1）／縫讐角閃聡樺1石石英片岩

　本岩石は野外で鱗、岩を推聡ずることが比較的容易であ

膝，すなわち1藍贔の部欝幻　暑む今残頗

分は二次的，一再結贔した部分で，　　藏晶の1譲、分1潅透輝

石・緑色角閏腿噸輔蘇三1がヴァ碧オ響イト構造をなして

おむ．枕状熔岩として〆）特微を窟毛、ノている　一方細粒の

覆｝は械榴石・角閃蕎・楯石・翼英からな　セち，柘機

石（ノ）み濠癒較的粗粒で（》，響雛雛を灘すが，他は○．エー○．（捲

難螢の微晶である』た7フ・て本岩1・、t枕状熔岩起源のも

ので，この変成帯乃爾端には地陶斜期の初期岩漿活動が

行ン．、1）れたものと推定で蓉《ノ。

　働　柘磯石白雲母緑泥石石英片岩

　本岩石捻上記の枕状熔岩中にと1江蜘！・た岩片であ

り，全般紅緻密で，爵雲母が噛櫨している．そのほかに

少量の緑鴻石・方解蕎を伴なうが，いずれも微細かつ縫

合状の再結晶構造を示している．とくに緑泥石は黒雲母

窯2戒麗）



エグアドノレ北部罵おけるアγデ黒山脈の地質学的研究（番場猛夫・串セ　黒／・勃

か疹改変したものであり，枕状熔岩に雄ンこ蓑1た岩片

は粘板岩系統のものであろうと推察ぷれ恐．

　㈹　角閃石白雲母掘石石英片岩

　原岩はおそらく角閃石花闘岩と思わ瓢る．局勝的に巨

酪の曹長石・緑色角闘石（X繍緑，Y・漏無絃，翼購淡緑）

を残存しでい膿。これら残存鉱物韓ダ量の楯石・白雲母

などによ・　簿しく欝染イ鳶姻略．再結贔した微顯

　部分は○，翫鴫．3m撒◎等粒4冴英とその粒間をうめ

る白雲母か義》できていソ

　鱒　緑簾石角閃石片麻轡

　全般的瓢粗粒で，§．騒徽以ま膨石英・斜長石・黒雲

母，幌ンな絵，細粒の緑簾石・燐次石・糖蕎を伴焦）剛逼

　　黒雲母はX二濃緑，鷺糊淡褐を鷺す、鉱物の配列の

方轡臨あ’麹顕著で1二なく，粒度の点か㌧みても片麻

岩としたかフ，嚢1箕思われ

　（難）緑簾石燐茨薦角闘轡

　顕著な方向性癒輩し，長柱状r〉緑色角醐1（（／．鴛×エ

m瓢）と，　　　　　　　　璽母・石英および緑簾石と

か、なつている　いず｝1属、再結贔質で，原岩の残謎、1，、疑、7．

とんどみ、㎜蛍　　揺“・、，斜孝／，，、i伊ルバイト式双晶惣、秦

徴づけられ，麹閃難の軸臨、1こX諜無色，Z鵜緑であ護

　　　　　　　　謂がえられず，Y（軸色，、業測定できな

1拶　）た，

　⑥　緑簾石緑泥罫墨三1央片；漆1

　緑簾石・緑泥薦・石英・糖喬・燐灰石および亦鉄鉱か

ッ　　．緑簾石は針夢＼縞、麺　　褻ノ滴薦驚列v／、1ノ臼緑泥

　　恩き　　く，　　ン識ンを謡繋囑ものと鷺！
　　　　本暑の蓋，つジ特徴はl　l贔“矯畦ま蕎石　残存するご、

と一1）るが，その起源が卿　　必かll曳斗　　ところ明ら

か瓢す恐鳳勲う敵㌧蓉獄いハ

　（マ）黒講、愚白茎難妬英片岩

　黒雲母彗緩母・斜長石・石英・濯澤猶絹嚢母等から

な婆、、凱び、1、戴遍、蹴贔7轡長蕎融黒雲母がll　，慕！／三

は相互に共存し，，、シ☆1　　㌧蒙1てい｛冠罠，本岩の

原岩はおそ！〕三磨、、、、、雲母花鱗暑ではないかと思わ壽曜、そ

鱗滋はすべ騒再縞lll質・微離　蘇＞が，し穀．1焼顛構

造を紫して薙斜　　その部分に絹欝、母が濃集してい惹．絹

雲母は！断7二次変成鉱物と／／成期を欝㎎す≧鍍並．癒思わ

れξ嘉、

　㈹　絹雲母石・蘇英片岩

　上記の諸片岩類が不変成岩に移行する部分盗かな蓼大

きい破砕帯を生鷲ており，こ嬬に多量」㌔分泌的石英を奮

有する黒色緻密の珪質岩が発懸してい恐．この岩石は鏡

ドで絹雲母・石英・石墨硲単調な組合せからなひてお

り，粒度は○，麺竃mの等粒であ属　片轡とするよりはむ

しろ籏砕織瓜した方が適切であるかもUれない．

　エクアドルにおける東部アンデ熟山脈は上記のような

諸種の片岩類かg構成審れているが，アンデス中間盆地

と東部レ／．噸疑の境界付近）第四紀流紋岩中に捻墨灘の緑

色のパッチを含有して駅轡，ミニのパヅ攣は主撫L、で緑色

　　　　　　こ二の緑色珪：鷺は基盤岩層から持ち来たきれ

た｝のであろうが，そマ簾襟はお塗らく輝緑凝炭岩質㊤

　　　　5ジ　　　　　，したがつて東部アンデス山脈

はそ◎西蛾糊1瓢輝緑凝茨岩・枕状熔岩などを大燈瓢もた

爵していζ＞わ！蒼，ミ恨二は地内斜期におけ釜海盆の周辺

葬賛　1飯拙同時に璽む積の腰準とし　鉦深部相であつたと

み蒸こと、」ゴ　、．こ、の蛮成待粋東部が漸次変成魔を減

少している、ll謡をあ逡．）せ聞客え≧．桑、らば，こ◎地層は逆

転構造、ご禽すゼ譲のとみなUゑばなξ撮無。晃かけ隷単調

であるけれども，寒は暴わめで擾雑な地質構遣か膨嬉

立ぜ　曲・　晒い、コニで漢三鵡

　さて嚢成岩類の隣ノ懇越蔓麟がぐ1不変成毒…1

びた千枚岩で，1二、二か鉾化石透養舜　曙　、と1こで　　搬か

つた、知、嘲”薫の地質時代を明らンー二するこ呂．）㌔

　、かつノ揺1，岩相か叡t　l三i本賦1秩父森生ll溺以通つた

、ヨころがあり，しいt．先癖ンブ凱7紀　1噌ξ泌要　無・

よ・　騨われ恐、　この、繕、、，こ・　　　簸r，醇　駕罫1類醗した

とこる，博士意、1、擁／の可熊性1’塞、充分1こあ参う恐菰撫だ

　ぜ・ずれは駁感罫騒》椒）（P、コビ　隔変成轡の時期を

決定L姻聡　　　　　　）る・

　上謙の変成帯の皿1濃鯵ゴ広く¶鶴㌧》噸第四奉菰火出岩ll

厚さ鐙雛麗ひ　　　　晒　　　　　　　　　　厩

ズい懇，　　　　　　　“　り，外観縁響、魚緻密障鐙

る　鏡下ξ，、斑　、　懸，騰揮石と斜擾石とを少㎜有し，ぞ

鈴大懇乱霞憩．驚m案翻　納，普逓輝石¢）消光角籍ゲ程

　　羅影・イ基は斜長石とづ　贈F穿滋縫質石英・チ声ン鉄

　　　　／の，　　　　　　　　　。本岩φ分布範囲嫌

題わ舗で広大、、、潜，君．瞬化紅乏しい．

　　　壽．　離織慧講懸欝簸灘套鐘蝦麟闘禰部織脈）

　　　　　　　　　　鐙地質

　オ、！臓釧蓑“瞬鱒の薦方約鋳糠玉の小部落であ恐．こ

こか素懸路を1灘方に撫れば約§麟くmでS蹴雛｛海瓢藤慕｛二｝

に達釘る。この道路は露部毒脈を横断してい嘉新道であ

蔦．このほ掛綾輪1ぬから旗接s撚獅畷〉Q繍亙懸顛二向か

う旧道があ難．この道路は新道の北側号雛．腹にそつて走

つごいるため，曲りが馨く膨要時間も新道の借で試〆

筆者媛は新旧爾道にそつて踏査しノニが，露岩の種類は幾

分異なつでい篠。旧道には蛇紋岩が露出してい嶺が，新

膿一（23）
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　　　　　　　　　　　　　　　地質調糞奮鱒報

道瓢はこれをみないといつた具禽である．そこで付図に

は新遂鱒ルート囎甥ゾを採壌レ，断麟図に，蕩晦遂の地質

要素を加えザこと轍した．1毒醤硫断灘図との聞紅賑墨

のずれがあ孫のは上議、砂ようないき、譲つがあ蔦燕と滋よ

〆　また断蜘図には鉱床（7位縷諜記入懸麟てい釜）が，こ

の畝床は熱猟搬濃の南方2態灘にあるL鼠臨撫瀦1

山の鋼鉱床をブ薯触トした濠　　　鶏。

　さて慧灘9燕嶽（）鷺》（瞭翻鰹渚暮◎藁1難籔，題粘板岩・輝

緑凝灰岩および糠鳶の火成饗類1癒・ら構成さ麟，禦～頭斜

す蕉単斜櫨造を示してい窯　い　◎とこる化石・賦み、』め

！擦癒いの一暁代ご決定餐）一η　　かないが，岩

質か！はジ“駄㌘紀、試いいl　l紀窮地慮であろろと推察さ

　ンニ｝地麟圷方か身虜t漱熔費・ホノレンフ瓢ルス・輝緑

凝灰轡・砂岩泥霧礫嶽劃，ユな・．）てお’　ホルミ冠7瓢ル

ス撫輝緑葬、奨欝騰招闘．紋震　’滋．努　外　　ぞして

蛇紋岩体章菊熱遡側，こ閃緑麟、．礁，翻ーていン、胤ぴ　歌か

断1馨破砕帯靴そハていたる～』ろ　畜舞聡娠い

癬脈，マ鷺≧起安晦岩が滋入し◎藤，

　難．屡　堆穫岩熱彊び変成灘

　ω　串ルン7諜ノじ～

　膿眠竃綴）i炉灘熱二厚》・地層露発叢｝媛　　本麟慧呂蹴

底癬鵬篤　一’付近ヌ）・、角閃石わ齢フ　ル　　ニ移行す諾

こ1＞ホルンフ議ル』麟、ミニ○，烹雛驚◎細粒の麟奪色角閃蕎と粒

状の貰英と齢組愈1）せド皿，、1、．簿　　欠く、角閃石眠羅

緑，yコ凱黄．議篇無雛‘　麟・腔示1卿へ劇態民・た播撫

鉱ろに断層継鎗締1轟があ拠　こ鎌

かつ輝緑岩鐵粉轡闘猷笑・晒噂．

　鱒　疑鐵、岩

　8暴喩A蛾）綴（｝繊猛1方，、照発達婁

；轡と》』勤燈壽　ノ◎ようで，　こ（騒変成藩蜂率鱒籠・望・終多萎こ疏，ま閃騰匙

岩σ1騰愚がみとめられる伽鑓名轡◎鉱物構舞黛1は斜長石・

緑泥石齢よび薦讐で，とく瓢石獲は微粒齢再結煮…

ので粒状細織≧糞して。曙

　（8）輝緑矯郷翻韓および泥欝鷹1

　本／l．鉢勲轟導鍵瞬方紅発濾、’，泥轡と輝緑凝灰嶽

とがマ薦灘1順。後者は普通歪奪～慧飾藁の欝厚職翠して

お駄鵬岩ン　越してい難，，輝緑凝凝岩は淡緑臨を示し

ダ様性があレ》が，下部におい℃漁堆積相、徽しての特徴を

示し，上部においては》転次輝緑蜜質の熔岩あ懲いは角礫

質とな診，臓出相を示すに至難、

　黙．驚　裏成潜類

　（憲）紘状熔岩

　枕状熔岩は熱艶諭獄の西方に発達する，本岩の分

（鎮鷲巻　第蕊 弩）

布範囲は謡〆）めて広く，さ疹に西方の3鋤韓譲鎌亙瓦1簾即

棄でのびでいる．s撮漁一P瞭翻経（）以西1こおいては本隠
の
㎜
ヒ
瓜
都 に厚い第鋤紀堆積物ン発達しズ、潔ので，ここ薫

は漁1接枕状熔岩を観察す燕こと慧むきないが，熔襟は背

斜構造を灌してい恐可能性誤あるので，熔岩㊤西翼がさ

らに下方，このびてい鵜ものと考え罫れる．枕状熔岩の枕

の大い嶋／通常5倉一71〉嚥ξ一般紅緑況石化を蒙つてい

《）．銃た枕と枕ξ二の間隙には白一淡紅色の特購顎螺石カ

　　　ザゲでいる。

　鏡下で軽1耽状熔；縦は透輝石・緑泥石お、1鐙　　　　績

な・，頁著なヴァ1ナオライト構鷺を有／憾．…方間際を

充瞑して駕・る瞬～題㌃色．／勿質はゼオ勢でi君瀧女粒偽石英

～　　　丈つてい蕎。

　（2）閑緑嶽

　閃緑岩滋，ゼ無羅瞬）鍵瞬、方に発達す擁凶髪．

発達すξ誌（渥　　1　．いずンll墨類駅講質で，鉱物構成

涼、執繋母・緑色角鱒石麟斜長ぞ1および石英｝1想 ㌶ね通

常剛蘇髭諏海こよ・．）て斑状構遣癒漁し　繭い護三〉、螺鄭う

斜長孫，漕群構遺を有し，外側が」轡酸性蝶』ア“い

1叢ら黒雲母，角閃石¢　　窯も紅少ない（

　またきわ語てまれ紅楯董1浄緑簾石を伴な舎こ菰があ

　㈹　　　　　　び分化顯岩

　擁露窮翫麟獣○，気繍Q問のii三磁1二そ・、藷て獄ノみ蛇鋏

癬鍔※発達しズい難．本岩慧や蓋、壕，．；》分化脈轡を搾試

　　　／，そ薪葦質は斑糟岩澱で漢　．

　　　　1鏡下繁蘇状構遣燃示し，灘板石と少黛紛嶽携

石の残贔乙ゴ叡郎．二｝てい難門・　　・壌v魂韓薫翠し，

慧騒組成　獣略yξあ凝》、，孔　　知ム鉄鉱“ 翻有し

たり，、噺尼鷲化をうけてい導部分もみとめ1　　き、

　分化脈暴諺角閃石・斜長石か罫　　　　　罠，蓑馬要

熱淵燐沁蜜　、　糖ぎ角閃石繍

　　x二淡緑，Y篇無色，罵講無臨の二鯉陸を懲受す、

　ゆ　薫緑轡岩脈およる1ぐ紛岩

　賎繍誌ζ；｝｛沁騰至髪慮1（》とA／（灘騨のr罎，馨寒きわめてr　数（ね輝

緑岩質ないし粉岩質め岩脈が発叢してい鷲・、西部，＿餐燃

す1、 紐）は主として輝緑岩岩脈　　　　欝、方地繊では紛

弼霧無よつてい鶏．通常d　就岩脈ヒ歌南北方向に貫入

し，東方へ傾斜している．臨方の輝緑岩岩脈はい躍ゆ・

輝緑岩構遭を承叫1が，東方　もの隷斑状斜長石が1三1立

つ．こ』の斑晶は撫一S　mτ翌裏の大いぎ　　鴻．　一般にこ

　　　　　ま絹欝難肇こよつて汚染され・ている．石基部は

角閃石・斜長石・石英ノらな〆自＞ている．この角閃石は次

のような軸色を禽する。

　　　x講緑，Y嵩・帯黄緑，驚罵黄

瓢一一（震乏｝）



エクアドル北部におけるアンヂス1当脈の地質学郎1研・究（番場猛夫・ホセ　エレラ）

結晶周辺に緑泥石化が顕著である．

轟．　懸轟鍮蝿蕪む轟影講懸聡総灘鋤欝磐嬬更》灘議間

　　　　　　（海岸累野〉灘地質

　著顎爵らシまig64群の欝フ導鶏il三iガ謡三ン欝ぴ蒲！三礒ヨL　さら轍

！蓋鰯年の粥欝財渓組灘馨，海岸欄∫掘瀬績濾農一

獄爆罵z潅ら薮》鷺鶏翌1畿までの約膿Okmのi鶏の地質調査

を実施した，，ここ韓講クアドノ／・中鞍1爵讃薦アンデ湘ii

l派西醜1轍夢虞がそ葺貯ソ絵Xl三劉　　）る為

　ご　〉地1或の一部の歯也質調糞潔／ほ鱒7喬監に，娘撮嶽）r頭濃

蜀£t職嫡｛騨董秘鍵損．（薫）、1こ，柔ぐジてでサなわれぐこ舞リヲ（’議（｝｝鐙

蝶穏都地1域の地、欝図（蕪万分の蓋）ン’蝋藝ごいる。

　さで（議（）獅頬付近，とく1二川の北フ」，二は第四系が広
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鉄鉱は絹雲母石英と共存して母岩1醸二鉱染するもので，

熱水作用¢）初期に沈殿じたものと考え兆ことがで｛灘．

それε謁）相互関係，産状は菊感，§図を参照慈れたい．

　嬰．織　績　護

　鉱床の産状ならび、、二鉱石）性質からみて，熱紐搬

鉱山の鉱床¢注体嫁含銅硫化鉄鉱鉱床二判断きれる，ぞ

してそび）鉱化期はおそ薮。く白羅紀にはじまつたもグ）と推

定される。

　鉱仕、作用は地向斜期瓢おける枕状熔岩の活動，＿，叙隔、

魁特殊な噴気性堆積層が形成審れ，その過程で蔓）y一

貞靴星とした曝幾鉄鉱が生／幾されノ　ものと甚｝）れ，るのしぐ，

そ｛7条奪ド　sy葺琶礪慰tま艦として流誉した，、また爾ぞ愛ヴ）鍬毎ヒ

作湘は地向斜期の特殊な堆積相　熱水溶液が交代し．ノ　，

の＿考、一，ご房巴1）寧懸醜として示した．そして鉱

化摩眉の末期には鉱床が地表近くにその位鶯を移したた

めに，　　　　　　ζ挑㍉な浅成条件瓢移行したも鈴，と

思われる。

　すなわち鉱化作絹の舞ぎ2即紅おい陵，C糺い1墨）1抽論を

含有け　　　、、屑舗、、驚代1砺　．・形成し，一部は裂力充

填型の鉱脈を彬成したと考え漏補．

　斑鋼鉱と銅嬢，i、とはいずレ麹も地表、達くのi坑，婁坑レベ

ル、　、いての、入観察渇移，深部の3坑レベノし、，l　l二諮

られない。したが哨て、 l　lあは浅成二次鉱物　繕 ＝られ

妊

　漆てわれわれは，ごの鉱床◎探査偽た置）1こ麺儲、燃を

考慮い　　　エ厩ない，す鳶響．〉ち，塊状劒床◎賦溝露

予想され御滴撚、て，1態紀粘板翻難二枕状熔岩と）

接触する層準を追跡一．撫ミ蕪二，また蓋～熱1ほ　二ぐケC脈

状鉱床鶴追跡蓬、同時瓢ヂ3．』～どあ添　しかし1嫡焼

塊状の交代鉱床の探査が，　　　聴課題駕あるうと思わ

れる，現在確認されてい《蕪鉱部だけの鉱藁は約工万t

で，こ、じ罰嫡虻格的操麹㌃丙難　いわねばll錨　」・

　付　灘

　筆者¢）！人番場はエクアドル講立地縫周査1振こおいて

同所鍔覇成に蚤崩1た　謎ン，罵．アドル北部銃おけ態フサ

ンヂス羅i脈の横断的周査イ聯訳た』二嶺鑓江そ）間の

調蒼条件といつた蚤、のを紹介し，今後の派遣専門家のた

鍵のガイド覇吟とめをし、芙おきたい．

　瓢クアドル、｝，輯墾．界）気候があると1、・われでい零1）が，

な蔦ほど海岸地域は高温多湿の熱帯であり，アンヂス中

閥盆地（海抜3，000m）轍常春の快適な気候であり，東

調蜘脈以東‘）いわゆ講→り瓢ンテ地方を，柔常時爾が降る寒

冷の土地柄であ磨），した爵　　仲エクアドル横断の調査旅

行には夏冬爾用の装備を必要とする。

　海齢、s鋤嚇蜘醸卿までグ）1瞬継m薪）平野の

調査で照のついたことは，乾季をえらぶと調査の条件が

よいということであつた．それはジヤングル¢ほとんど

が梢れて褐色ないし次色となり，露岩をみいだしやすい

こ払川の水量が少な、い」　㎡渡渉が容易であることなど

であ瓠そぴ時期は9月，鎗肩，難月がよく，葱月頃

か靴はすつか参新緑に交代されてし象う．棄た海岸平野

は一部は撲働車を用いるご鱒遅ぎるが，大部分は馬に

のり，幅藷～3撚の悪蕗を通ら獄ければならないので，

馬術の経験を箆ジ．餅ていると大いに役立つと思う．

　償総は農家にお願いβ噸之と瓢なるが，これらの農家

は数1燃蓬お叡こ点窪して　　・程度でオるから，宿舎のよ

しあしをえらぶきうな才Nこ嫁ゆかない、しかし一般に

1三i本人紅対しては好感を嵯、痩い罫し，とく紅技術紫紅

　　　　　　　　　　　　　将，われわれの旅行中はど

θ巣i家でも心から（ゐ観迎をしてくれた．鉱の｝也1方は蚊が

タく，　　’も高いの頴，ベッド，蚊張を持がしなくては

なら蹴い．わ編、声れはエクアドル地質調蒼所（7・備品を携

行したφで好都合　プ、疲，

　食詣講クアドル産の米を炊いて鶏に盛り，その上靴

焼i熱野菜，卵等」　網◇振F　また隙，皿は焼いたバ
’
ナ
ナ
，
菊
菜 のスーヅ等をサービスしで1れるところ峯），わ

　）た∩ごれ以上の食事は期待てき欺いのξ，上記のメ諜

ユ・震韓隙わぬ醗　　夏携帯食糧を用意しね／　l）ない。，

　梅撫浸》儲蹴・go一井り蔓醸o粛　　）繭部山脈の調査

旅行，よ道路）よいし，撤無の便もよいし，鶴配シ傑、．冒駕

い．膳間は鉦／から鴛ダ彗貯ξ癒、欝　　調査旅行1＿ま

都簿がよい“

　東細麺／、・の調査旅蕎　時期をえらぶ必要はない，とい

鋼臆婁常時爾）曝い、ところで，ぬれい周査謄　1沈）もり

でなけ　　誉ぬ．東部は未開欝地域で，遺路も劣悪で

、鴨を消い獄／／“れはな！）1七賎・凸編に監！もて馬にの導，悪麟・

逸進疎，か）作業をしなけれぱならない東部ジ）旅は，強

靱イ意志と斗志蕊がなくては、く可能である．術其と冬物

の衣類の用意が必要ξあ茅．

　野獣のため紅調査治暖妨害腕1した呂団うことン．ll幸にし、て

1なか一たが，人夫が！．1備や大きい毒蛇をケ1．吟て自慢

げに見せてくれ隙思い繊はある。，

　おわり難特記せね・；財鋸）ない〆 庫業水の間題である．首

都，竸舎刻笥わず生水をのんではな織敏い．自然水1こは

1馨くのアミーパが含疾れており，肝臓障害をひき起すと

聞いていll）．した矯　て調査旅行中はゼンづめの炭酸水

を携帯することが絶対必要であ蕎．
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